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Ⅰ緒　　　　言

近年，国民の生活水準の向上により農産物に対
する品質ニーズが多様化してきている．消費者は
農産物に対して栄養源及び美味しさに加えて，機
能性・健全性といったところにも関心を寄せてお
り，高品質・機能性・安全性等を志向する傾向が
強い．こうしたなか，野菜についても高品質化・
安全性といった観点から，「有機農産物」や「有機
野菜」に対する需要（要望）が増加している．ま

た，生産者の側でも有機認証制度15)の発足に伴い有
機栽培に対する関心が高まっている．
有機栽培された野菜の品質は高いとの声も聞か

れるが，有機農産物の品質の実態については必ず
しも明らかではなく，有機物施用による野菜の品
質向上については，論議されながら一定の結論は
得られていない9)．
我々の中国農試畑地利用部（現 近畿中国四国農

業研究センター野菜部）には，農薬は使用してい
るものの，化学肥料のみを連用した区，イナワラ



牛糞堆肥やオガクズ豚糞堆肥のみを連用した区とそ
れらの施用量の違い，更にマルチと無マルチを組み
合わせた試験区がある．この圃場でダイコンを17作
まで（年2作）作付けしてきた．この圃場は上記の
「有機物施用で野菜の品質は良くなるか？」という
論点を解析するための一事例として有効な圃場と考
えた．
これまでに，著者らはこの圃場を用いて，ダイコ

ン栽培試験を実施し，有機物施用とマルチ栽培を組
み合わせることによって，化学肥料と同等以上の秀
品収量が得られることを示した24)．また有機物施用
区においても無マルチ条件では肥料成分および随伴
成分が下層土まで浸透溶脱していることも明らかに
した23)．また，ダイコンの品質成分としては，本報
で我々が分析した辛味成分であるイソチオシアネー
ト等がこれまでに取り上げられており3,4,5,8)，土壌の
違いや肥料成分等の環境要因との関係が検討されて
いるが，報告数は多くない．
そこで本研究ではこの圃場においてダイコンを栽

培し，有機物の種類，施用量およびマルチとの組合
せがダイコン根部の硝酸，イソチオシアネート，糖，

アスコルビン酸含量に与える影響を検討した．

Ⅱ　材料及び方法

１　供試圃場とその前歴

著者らの既報22,23,24)と同じく，中国農試畑地利用部
青野圃場（細粒褐色低地土壌）の連用試験区画を供
試した．この圃場は1992年秋作より連用試験を継続
してきている．圃場は1区を1.2m×6.7m＝8m2とし
た32区に分割されており，それぞれ施肥前歴が異な
る．各区の施肥内容を第１表に示す．施用した牛糞
堆肥はイナワラ牛糞堆肥（以下牛糞堆肥：試験場に
て1年間堆積し作製），豚糞堆肥はオガクズ豚糞堆肥
（以下豚糞堆肥：完熟に近いものを京都府夜久野町
養豚団地より購入）である（第２表）．化成肥料区
ではCDU化成（15-15-15）を用いた．標準施用量は
京都府の施肥基準に基づき窒素で18kg/10aとした．
牛糞堆肥区および豚糞堆肥区では，第２表に示した
値を用いて標準区の標準区の施肥窒素量が18kg/10aと
なるように施肥量を決定した．標準区の現物施用量
は牛糞堆肥では3.75t/10a，豚糞堆肥では2.66t/10a
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第１表　有機物連用試験および残効試験の試験区

第２表　供試有機物の成分組成
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であった．また牛糞および豚糞堆肥の施用に当たり，
P2O5，K2Oの化成肥料区に対する過不足は調節しな
かった．
試験区には連用区と残効区があり，連用区では

1992年秋作から2000年まで年2回のダイコン作付け
を継続し，毎作，第１表に示した量の有機物あるい
は化成肥料を施用した．これに対し，残効区では
1992年秋作から1996年春作まで年2回のニンジン作
付けを継続し，この間は毎作，有機物あるいは化成
肥料を施用したが，1996年秋作から2000年までは無
肥料で年2回のダイコン作付けを継続した．
本報告は，連用区の第16作（春作），第17作（秋

作）および残効区無施肥第8作目（春作），第9作目
（秋作）についての調査結果である．

２　ダイコンの栽培

2000年に春作および秋作としてダイコンを栽培し
た．供試品種は春作‘おはる’，秋作‘耐病総太り’
とした．前歴期間中と同様の試験区構成とし，無マ
ルチ区とマルチ区を設けた．栽植密度は60cm×
25cm，52株/区とし，栽培管理は慣行に従った．春
作は4月13日には種し，6月13日に一斉収穫調査した．
秋作は9月18日には種し，11月29日に一斉収穫調査
した．

３　施肥条件及び有機物施用条件

各試験区画に対し前歴期間と同様の施肥あるいは
有機物施用を行った．すなわち，上記の「連用区」
については牛糞堆肥，豚糞堆肥および化成肥料を用
いて，施肥窒素量を54kg/10aとする3倍量区，18kg
/10aとする標準量区，9kg/10aとする半量区を設け，
残効区についてはこれらの施肥を行わなかった．
施用法としては，各家畜糞堆肥は毎作播種15日前

に全面に施用し，耕耘機（耕耘深度13cm）にて混
合した．有機物連用区は無マルチ区，マルチ区とも
全量基肥で施用した．化成肥料連用区は無マルチ栽
培では，半量を基肥で半量を追肥にて施用した．化
成肥料連用区のマルチ区においては全量基肥で施用
した．

４　収穫物の品質調査

１) ダイコン根部の硝酸態窒素含量

根部の中央部位の生サンプルを，おろし金でおろ
した後，ガーゼで搾った汁を蒸留水にて希釈した．
その希釈液を0.2μmのメンブレンフィルターで濾
過し，試料中の硝酸イオン含量をイオンクロマトグ
ラフィにて測定した．
２) イソチオシアネート含量
イソチオシアネートの分析は江崎ら3)の方法に準

じ，石井ら8)の方法を参考にして行った．すなわち，
根部の中央部位の生サンプルをおろし金でおろした
後ガーゼで搾った．その搾汁液を密栓し，30℃で30
分間静置し，イソチオシアネートを生成させた．そ
のイソチオシアネート溶液5mlに20mlのエタノール
―アンモニア溶液（39:1 v/v）を添加し30℃で60分
間静置し，チオウレアを生成させた．チオウレア溶
液25mlに1mlの50%酢酸を添加し，ろ紙（No.5C）で
ろ過した．ろ液（中和されたチオウレア溶液）1ml
に4mlの改良グロート試薬（25倍希釈液）を加え，
37℃で45分間静置した．静置後，溶液の吸光度
(600nm)を測定した．イソチオシアネート含量は，
あらかじめ作成したアリルチオウレアの検量線（0.05
mgおよび0.1mg/ml 75%エタノール）から次式によ
りアリルイソチオシアネートを計算した．
イソチオシアネート含量（mg/100g搾汁液）＝ア

リルチオウレア含量(mg/ml)×26/5×99/116×100
３) 糖含量
ａ　糖用屈折計示度
根部の生サンプルを，おろし金でおろした後ガー

ゼで搾った汁を，糖度計にて測定した．
ｂ　Ｆキット
根部の生サンプル5gに80%エタノール8mlを加え，

ポリトロンで1分間磨砕し，70℃で50分間静置した．
加熱後3000rpmで遠心し，上澄みを25mlのメスフラ
スコに移した．遠心管に6mlの80%エタノールを加
え同様に抽出した．この抽出操作を２回繰り返した．
これらの抽出液を合わせ80%エタノールにて25mlに
定容した18)．抽出液5mlを試験管に分注し，真空エ
バポレーターを用いてエタノールを除去した．試験
管に5mlの蒸留水を加えミキサーにてよく混合し，
Ｆキット（ショ糖／グルコース／フルクトース用，
ベーリンガー・マンハイム株式会社）にて，グルコ
ース，フルクトースおよびシュクロース含量を測定
した．



４) 還元型アスコルビン酸含量
根部の生サンプルを細かくきざみ，20gのサンプ

ルに10%メタリン酸50mlを加え，ポリトロンで1分
間磨砕し，水で100mlに定容してろ過し，最終的に
5%メタリン酸の抽出液とした．抽出液にリフレク
トクァント試験紙を浸し，反応終了時に試験紙を小
型反射式光度計システム（ＲＱフレックスシステム）
にて測定した19)．
５) 葉　色
収穫直前に各試験区から無作為に10株を選び，各

株の最大葉について葉緑素計示度（ミノルタ
SPAD-502）を計測し，平均値を算出した．
６) ダイコンの全窒素含量
根部を70℃にて乾燥後，粉砕し，ケルダール法に

て全窒素含量を測定した．
７) 土壌中の水溶性硝酸イオン，硫酸イオン含
量
栽培終了後に作土（0～10cm）を採取し，風乾後，
2mmの篩にて篩別した．風乾細土を5gとり10mlの
蒸留水を加え，1時間振とう後，濾過した．含まれ
ている試料中の硝酸イオン，硫酸イオン含量をイオ
ンクロマトグラフィにて測定した．

なお，生育については各試験区で収穫した健全株
全てを調査し，品質に関しては各試験区より平均的
な大きさのものを３株を供試し３反復で調査した．

Ⅲ　結　　　果

１　ダイコンの生育

収穫時におけるダイコンの平均根重（以下根重）
を第３表に示す．連用区において根重は春作（16作）
および秋作（17作）ともに有機物あるいは化成肥料
の施用量が多いほど大きく，特に３倍量施用区では
根重が1000gを超えていた．またマルチ区では無マ
ルチ区より根重が大きかった．同一施用量で比較す
るとマルチ区と無マルチ区の差は16作では52～
358g（平均206g），17作では161～379g（平均287g）
であった．一方，作付け前に施肥を行わなかった残
効区では，連用区に比較して根重が小さく，300～
800ｇ程度であったが，残効区においてもマルチに
よる根重の向上が認められた．とくに前歴で多量の
有機物が施用されている区でマルチ栽培をした場合
には770～800g程度の根重が得られ，この値は，作
付け前に施肥を行った化成肥料連用区でマルチをし
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第３表　有機物連用圃場における施肥内容の違いがダイコンの根重に及ぼす影響
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第４表　収穫期におけるダイコンの葉色値（SPAD値）

第５表　ダイコン根部の硝酸態窒素含量（mg/100g FW）



ない場合(692g)より大きかった．

２　ダイコンの葉色

第４表にダイコンの葉色のSPAD値（ミノルタの
葉緑素計を用いて測定した値；0～80の数値で示さ
れ，数値が高いほど葉色が濃い）を示す．SPAD値
は16，17作とも，連用区および残効区の両方で施用
量が多いほど増加した．マルチの影響としては同一
施用量ではマルチ区のSPAD値が平均で3.7（16作），
2.4（17作）高い傾向にあった．

３　ダイコンの各成分含量

根部の硝酸態窒素含量を第５表に示す．硝酸態窒
素含量は春作（連用区16作および残効区8作）にお
いては，1.7～38.6mg/100g FW程度であったが，秋
作（連用区17作および残効区9作）においては，
11.1～63.0mg/100g FWと春作より高い傾向にあっ
た．また春作，秋作ともに無マルチ区（春作：5.4
～26.1mg/100g FW，秋作：11.1～48.3mg/100g FW）
よりもマルチ区（春作：4.6～38.6mg/100g FW，秋
作：28.1～63.0mg/100g FW）において，残効区

（春作：4.6～13.6mg/100g FW，秋作：11.1～
48.1mg/100g FW）よりも連用区（春作：1.7～
38.6mg/100g FW，秋作：15.4～63.0mg/100g FW）
において硝酸態窒素含量が高い傾向にあった．さら
に有機物あるいは化成肥料の施用量が多くなるほど
根部の硝酸態窒素含量が高くなる傾向にあった．
ダイコンの辛み成分であるイソチオシアネート含

量を第６表に示す．イソチオシアネートは春作にお
いては29.1～62.1mg/100g 搾汁液であったのに対
し，秋作においては11.1～16.2mg/100g 搾汁液であ
り全般的に春作で含量が高い傾向にあった．また連
用区（春作29.1～51.2mg/100g 搾汁液，秋作11.1～
18.2mg/100g 搾汁液）よりも残効区（春作33.2～
62.1mg/100g 搾汁液，秋作16.0～19.3mg/100g 搾汁
液）で含量が高い傾向にあり，春作の連用区におい
ては有機物連用区（29.1～46.4mg/100g 搾汁液）よ
りも化成肥料連用区（41.6～51.5mg/100g 搾汁液）
で含量が高い傾向にあった．
根部搾汁液の糖度（Brix）を第７表に示す．糖度

は連用区では4.50～5.10%，残効区は4.60～5.77%の
範囲にあり，残効区で糖度が高い傾向にあった．ま
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第６表　ダイコン根部のイソチオシアネート含量（mg/100g 搾汁液）
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たマルチ区においては4.50～5.10%であり，無マル
チ区においては4.67～5.77%と無マルチ区のほうが
糖度が高い傾向にあった．
根部の糖組成（シュクロース，グルコース，フル

クトースの割合）を第８表に示す．糖組成割合は処
理区間で大きな違いは見うけられなかったが，3種
類の糖の合計含量は連用区（3.09～4.55g/100g FW）
よりも残効区（4.22～5.74g/100g FW）で高く，マ

ルチ区（3.09～5.74g/100g FW）よりも無マルチ区
（3.98～5.37g/100g FW）で全般的に高い傾向にあり，
糖度（Brix）と同じ傾向にあった．
根部のアスコルビン酸含量を第９表に示す．春作

のアスコルビン酸含量は各試験区間で顕著な違いは
認められなかったが，残効区（26.0～33.0mg/100g
FW）が連用区（24.5～30.5mg/100g FW）よりも高
い傾向が認められた．
ダイコンの根部，葉部の全窒素含量を第10表に示

す．春作，秋作ともに葉部の窒素含量が根部のそれ
よりも高い傾向にあった．またマルチ区の含量が高
く，連用区の含量が高かった．また施肥量が増加す
るにつれ，窒素含量も高まった．

Ⅳ考　　　　察

１　ダイコンの生育

ダイコン栽培において，マルチ栽培を行うことに
より，化学肥料と窒素施用量を同一とした牛糞・豚
糞堆肥連用でも化学肥料と同等以上の秀品収量を維
持できることを前報24)で報告したが，本試験の第16，
17作においても，マルチ区の根重は無マルチ区を上
回る傾向を示し，基肥重点型の栽培でのマルチの有
利性が確認された．

第８表　ダイコン根部の糖組成（ g/100g FW）

第７表　ダイコン根部の糖含量（Brix ％）



２　葉色と葉部窒素含量の関係

ダイコンの葉色SPAD値はダイコン葉部の窒素含
量（乾物％）と相関（春作：r=0.57878，秋作：r=
0.55693）が認められた（第１図）．
藤原6)によれば，葉色は種々の要因により変化す

るが，現段階では窒素栄養の診断にとどめるべきと
し，コマツナの診断事例を示している．

３　有機物施用と根部の硝酸態窒素含量の関係

窒素は多くの野菜では大部分が硝酸で吸収され，
硝酸がアミノ酸に還元同化されてはじめて利用され
る．硝酸還元活性よりも多量の硝酸が作物体内に吸
収されれば未還元の硝酸として液胞に集積する．野
菜の硝酸は，人間が摂取した場合，アミノ酸やタン
パク質のように人体の窒素源とならないばかりか，
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第９表　ダイコン根部のアスコルビン酸含量（ g/100g FW）

第１図　ダイコンの葉色とダイコン葉部の窒素含量
（乾物％の関係）

第10表　ダイコンの全窒素含量（乾物％）
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硝酸の一部から毒性の高い亜硝酸やニトロソ化合物
が生成することが指摘されている17)．野菜の硝酸濃
度については，土壌の窒素含量と密接な関係が認め
られている20)．本研究において春作においては土壌
の水溶性硝酸態窒素含量とダイコン根部の硝酸態窒
素含量との間に比較的高い相関（r=0.79746）が認
められたが，秋作においては春作に比べて相関係数
が低かった（r=0.57364 第２図，第11表）．その理由
のひとつは秋作では土壌の水溶性硝酸態窒素含量が
低くても，ダイコン根部の硝酸態窒素含量が大きく
なる区が比較的多く混在したことにあるが，本試験
の秋作でなぜこのような傾向が生じたのかは明確で
ない．野菜類の栽培期間中の土壌中における硝酸含
量の適正値は渡辺25)によれば10mg/乾土100gとされ
ている．第11表は収穫時の結果なので，栽培期間中
よりも低い値であると考えられるが，それを考慮に
入れてもこの試験区全体が硝酸に関しては低いレベ
ルでの試験であったといえる．本試験では，有機物
施用により，化学肥料施用よりも作物の硝酸含量が
減少するといったような傾向は認められず，本試験

第２図　ダイコンの根部の硝酸態窒素と土壌の
水溶性硝酸態窒素の関係

第11表　栽培跡地土壌の水溶性硝酸含量（mg/100g soil）



の範囲においては，有機物施用は必ずしも作物の硝
酸の集積を少なくする手段とはならないと推察され
た．
野菜の硝酸濃度とその安全性評価については明確

でない点が多く，我が国においては基準値の設定は
されていないが，本報における養分管理下のダイコ
ンは，国内における濃度の計測例に比較して高濃度
ではなく，外国での参考値・制限値に比べて低いレ
ベルであった．

４　有機物施用と辛味成分の関係

生食用ダイコンでは辛味の程度が重要な品質要素
となっている．ダイコンの辛味成分はイソチオシア
ネート類とされており，これらは組織の破壊と同時
に含硫配糖体（グルコシノレート）がミロシナーゼ
の作用によって分解されて生成するとされている4)．
Freemanら5)は培養液の硫酸イオン濃度を6段階に変
えてダイコンを砂耕栽培し，根部のイソチオシアネ
ート類との関係を調べた．その結果，イオウ濃度が
増加するに伴い，イソチオシアネート類の含量が高
くなることを報告している．ダイコン根部に含まれ
るグルコシノレートは，その分子中にイオウ原子が
3個あり，分子量の約20%を占める．このため，本
物質の根部での蓄積には植物体のイオウ代謝が密接
に関連し，培地中の硫酸イオンレベルの多少がイソ
チオシアネート含量に影響を与えると石井ら8)は述
べている．本試験においては土壌の水溶性硫酸イオ
ンとイソチオシアネート含量との間には相関関係
（春作：r=0.14664，秋作：r=-0.1931）が認められな
かったが（第３図），イソチオシアネート含量とダ
イコンの重量との間は負の相関（春作：r=-0.5893，
秋作：r=-0.4310）が認められ（第４図），根部生育
量が小さいほど含量が高くなった．また，春作にお
いては有機物連用区よりも化成肥料連用区のダイコ
ンのイソチオシアネート含量が高い傾向が認められ
た．これは化成肥料連用区においては土壌中の水溶
性硫酸イオン濃度が12～63mg/100g soilと高いため
ではないかと推察された．
またポリマルチ栽培はイソチオシアネート含量を

増加させるといった研究報告8)がある．今回，ポリ
マルチ栽培によるイソチオシアネート含量の増減に
ついては明確な相違が認められなかったが，栽培条

件とダイコンの辛味との関係で，土壌の硫酸イオン
の影響や土壌水分の影響等を今後検討する必要があ
ると考えられる．
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第３図　ダイコン根部のイソチオシアネート含量と
土壌の水溶性硫酸との関係

第４図　ダイコン根部のイソチオシアネート含量と
ダイコンの根重との関係
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イソチオシアネート含量は春作と秋作とで大きな
違いがあり，春作で高かった．岡野ら16)はダイコン
の辛み成分には品種間差があり，‘耐病総太り’な
どの‘宮重’系統は，含量が低いとしている．本試
験においては，秋作は‘耐病総太り’春作は‘おは
る’であるが，‘おはる’も‘耐病総太り’と同様
な青首総太り系である．同じ系統のなかでも辛味成
分含量に品種間差があることは食味の傾向から推測
されるが，詳細な報告は見当たらず，今後の検討課
題である．一方，春作と秋作のイソチオシアネート
含量の差には，作期に伴う環境要因（地温や土壌水
分）の違いも影響を及ぼすと考えられるが，そのメ
カニズムについても現在のところ十分な知見はな
い．上に述べたように，春作についてはイソチオシ
アネート含量は収穫時の根重が小さいほど高くなる
傾向があり，生育あるいは肥大速度の遅い株はイソ
チオシアネート含量が高くなりやすいのではないか
と考えられる．生育速度は肥効に左右されるので，
有機物施用区では，生育前半期の低地温が窒素の無
機化速度を遅らせ，その結果として生育が遅れ，イ
ソチオシアネート含量が高まる可能性がある．
ダイコンのイソチオシアネートには抗ガン作用と

いった機能が見いだされてきており，機能性物質と
して認められている7)．現在のところ消費者の意識
としては「甘い」＝「高品質」であり，青首系の

‘耐病総太り’のような辛みの少ない品種が主流を
占めるようになってきている2)．イソチオシアネー
トの機能性を重視した場合，生育が遅く一定期間内
にＳクラス程度にしか生長できなかった株を見捨て
るのではなく，逆に辛み成分含量が少ないと言われ
る青首総太り系品種でも，イソチオシアネート含量
が高いことで商品化する可能性があるのではなかろ
うか．

５　有機物施用と糖含量の関係

浅野1)は窒素施肥総量を3kg/aとする条件で化成
肥料と肥効発現の遅い有機質肥料を組み合わせて数
種の野菜を栽培し，キャベツ，レタス，ダイコン等
の葉根菜類では収穫部位の全窒素量（乾物％）と全
糖（生重％）の間に負の相関があることを認めてい
る．この結果から，施肥窒素に占める有機質肥料の
割合が大きいと，初期の肥効が低下し，体内窒素濃
度が抑制され，収穫物の糖度が向上しやすいことが
示唆される．今回の連用試験においてはダイコン根
部の糖度は浅野の結果と同様にダイコンの全窒素と
負の相関（r=-0.5681）が認められた．さらに根重お
よびダイコン根部の硝酸態窒素含量と負の相関
（各々r=-0.7413，r=-0.6680）が認められ（第５図），
根部の生育が小さいほど含量が高かった．
有機物施用によるダイコンの糖含量の増加といっ

第５図　ダイコン根部の糖度とダイコン根部の窒素含量
（乾物％），ダイコンの根重およびダイコンの根
部の硝酸態窒素含量との関係
（連用17作，残効９作）



た正の効果は，今回の試験においては認められなか
った．これまでにも有機栽培により野菜の糖含量が
高まった等の報告26)が散見されるが，糖含量の高ま
った原因は，窒素の緩効的な発現によるものと推察
される．有機栽培された野菜では普遍的に糖含量が
高いとする一部の認識があるが，本試験の結果はそ
れを支持しなかった．
窒素栄養と収穫物の糖含量の関係については数多

く研究されているが，グルコース，フルクトース，
シュクロースに分けて考察した事例は少ない．建部
ら20)はホウレンソウ，コマツナにおいて窒素栄養条
件を変化させると3種類の糖の組成割合が変動する
ことを示し，シュクロースとグルコースでは窒素施
肥に対する反応が異なるため，糖の主体がシュクロ
ースである作物とグルコースなどの還元糖である作
物では，窒素施用量と糖含量率との関係が異なる可
能性があると述べている．今回のダイコンにおいて
は窒素施用量と糖組成の間には明確な差異は認めら
れなかった．また有機物施用の有無やそれに伴う根
部窒素量の違いが糖組成に及ぼす影響も小さく，全
糖（3糖）合計値の増減とともにそれぞれの糖含量
も増減していた．

６　有機物施用とアスコルビン酸含量の関係

MOZAFAR12)は窒素肥料とアスコルビン酸に関する
文献のレビューを行い，上昇，変化なし，低下の3
つの傾向に分類した後に考察し，全ての場合にあて
はまらないが，窒素施用量の増加にともないアスコ
ルビン酸含有率は低下する傾向にあると結論してい
る．建部ら20)がホウレンソウとコマツナを供試して
行った試験では，窒素吸収量が増加するにつれて，
生育量と全窒素含有率がともに上昇し，生育量や全
窒素含有率と総アスコルビン酸含有率との間には高
い負の相関が成り立ち，作物体が小さい個体ほど，
また窒素含有率が低い個体ほど葉身と葉柄の生重当
たりの総アスコルビン酸含有率が高まると報告して
いる．しかしこの場合，窒素含有率の低い株は作物
体の水分含有率も低く，水分含有率が総アスコルビ
ン酸含有率の高低を決める要因になっていると建部
らは示唆している．本試験においては，アスコルビ
ン酸含量は根部の窒素含有量との相関は明確でない
（r=-0.0640）ものの根重との間には負の相関（r=-

0.6075）が認められ（第６図），建部ら20)の報告と同
様の傾向を示し，根部の生育が小さいほど含量が高
まっていた．すなわち本試験ではダイコンのアスコ
ルビン酸含量が有機物施用で普遍的に増加するとい
った現象は認められず，根部の窒素含有率および根
重との関連がより大きかった．

７　今後の課題

ダイコンは販売可能な大きさに達したものから間
引き収穫される場合が多い13)が，本試験では一斉収
穫を行った．そのために残効区では野菜出荷標準規
格14)のＭクラスの下限値である根重700g未満の株が
多かった．こうした観点から，第４，６図を見直す
と，根重が700g未満のものを除いた場合には，根
重の増加に伴って,イソチオシアネート含量（第４
図），アスコルビン酸含量（第６図）等の値が低下
するといった負の相関は明確でなくなるように見受
けられる．このことは，ダイコンの根部生育が著し
く悪い場合には，これらの品質成分含量が高まるこ
とがあるが，根部生育が順調または充分に肥大した
時に成分含量が薄まることはないということを示し
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第６図　ダイコン根部のアスコルビン酸含量と根部の全
窒素含量およびダイコンの根重との関係
（連用16作、残効８作）
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ていると考えられる．また，生殖期ではなく栄養生
長期に収穫する多くの野菜にあっては，収穫物の品
質成分含量が収穫物の大きさに左右される場合があ
ることは想像に難くない．本試験は一斉収穫を行っ
たが，間引き収穫や収穫を何回かに分けて行えば，
収穫物の大きさの要因を排除できる可能性が予想さ
れる．こうした点は今後の検討課題としたい．
近年，有機農産物に対するニーズが高まり，有機

農業の野菜は品質がよいという認識が消費者の間に
広まっている9)．しかしながら本試験では，化成肥
料を用いずに有機物を利用することが，ダイコンの
内部品質向上に常に有効であるとの結論は得られな
かった．
有機物施用により作物が高品質化するとのメカニ

ズムについて，森11)は，有機物の低い肥効および有
機物施用による土壌の物理性の改善により，作物が
良い意味での水分ストレスを受けたため引き起こさ
れたものであると結論づけている．筆者ら22)も有機
物施用による土壌の物理性改善効果を認めてきた．
一方，ティパワンら21)は，地力窒素の比較的高い土
壌で化学肥料のみ，化学肥料と堆きゅう肥併用およ
び堆きゅう肥のみのような施肥条件で，ダイコン，
チンゲンサイ栽培試験を行い，化学肥料と堆きゅう
肥の併用および堆きゅう肥のみの施用など収量減を
極力抑えた範囲での窒素供給量の低減によって，硝
酸態窒素を減らし，全糖濃度を高めるなど品質改善
を図ることができた事例を報告している．これらの
報告および上記の考察の中で述べたように，有機物
施用と作物の品質については，今後解明すべき課題
が多いと考えられる10)．
また環境保全的な取り組みに際して，有機物施用

すること自体が環境保全であるとの過った認識が存
在している．本試験圃場について以前報告23)したよ
うに有機物を施用していても過剰に施用すること
で，化学肥料と同様に肥料成分が溶脱する可能性が
ある．有機物といえど過剰施用は禁物であることを
認識しておく必要があろう．

Ⅴ　摘　　　　要

施用する全窒素量が等しくなるように有機物（イ
ナワラ牛糞堆肥とオガクズ豚糞堆肥）および化成肥

料を連用した圃場（連用区）と有機物および化成肥
料連用を中断した圃場（残効区）においてダイコン
を栽培し，有機物施用がダイコンの品質成分に与え
る影響を検討した．
１　ダイコンの生育は連用区では資材投入量の多い
区で優れた．また同一施用量ではマルチ区の生育が
勝った．
２　ダイコンの葉色は，連用区および残効区とも資
材の施用量が多いほど濃く，同一施用量ではマルチ
区の葉色が濃かった．
３　ダイコン根部の硝酸態窒素，イソチオシアネー
ト，アスコルビン酸等の含量は，有機物施用，化学
肥料施用に関わらず，根重と相関があり，根重が小
さいほど，これらの含量が高かった．
以上より，投入窒素量が同一の場合，ダイコンの

内部品質成分含量は有機物あるいは化学肥料間で一
定の傾向は認められず，有機物連用区で有意に高い
含量ではなかった．
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The effect of organic matter application (organic farming) on the quality of radish was examined.  The organic
matter used was cattle feces compost and hog feces compost. Radish was cultivated in the experimental field,
which had been continuously applied organic matter or chemical fertilizer for eight years. 
After the harvest, root size, leaf color of radish and the contents of nitrate, isothiocyanate, sugars and ascorbic
acid as indices of interior quality were measured.  
1. The growth and leaf color of radish were superior in the continuously compost applied plots with greater rate of
application. The growth and leaf color value of radish of the mulching plot were greater than those of the plot with-
out mulching, under identical application rate .
2. The organic fertilization showed no significant effect on the quality of radish than that of the chemical fertilizer
application. There was the significant relation with the amount of applied fertilizer between the quality and growth
of radish.
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